
～現役獣医学生にインタビュー～ 

 

 

今回インタビューしたのは鹿児島大学獣医学科 5 年生の奥谷公亮さんです。 

8th JAVS IVSA-J局で局長を務めていらっしゃいました。今年 3月から 1年

間、インフルエンザウイルスの研究をするためにアメリカに留学されてい

ます。留学のことや英語の勉強法、大学生活で心掛けるべきことを伺いま

した。 
 

今までに海外はどこに行ったことがありますか？ 
4歳から小学 3年生まで、父親の仕事の関係でアメリカのカリフォルニア州に住んでいました。帰国子女

扱いされますが、当時の英語力は中学入学までに消え去りました。大学生になってからは、主に IVSA-J

の企画を利用してインドネシア、マレーシア、韓国、ベトナムに行ったことがあります。 

 

3 月から 1年間留学するそうですが行けることになった経緯を教えてください。 

1 年生の時から留学したいと漠然と思っていましたが、2 年生の時に参加した IVSA-J 企画の講演会「第

1回 World&I」が自分の中では転機でした。他の職業と同じように、海外に出て働くことも将来の選択肢

の一つであると本気で思うことができたイベントでした。 

自分は周りの環境に非常に恵まれて過ごしてきたと思います。講演してくださった先生方とは今でもた

まに相談させていただいていますし、今所属している研究室は自分の学年が配属される時に新設された

研究室で、今回の留学でも大変お世話になっている指導教官と巡り合えました。そして、今回の留学に直

接的な要因である「トビタテ！留学 JAPAN」という留学促進キャンペーンの奨学金制度を文部科学省が昨

年から始めました。 

これに応募し、自分が行けることが決まった時は、1年生の時から行きたかった留学の夢を 5年生で叶え

ることが出来たのでとても嬉しかったです。1年生のときから留学へのモチベーションを保てたのは、海

外系に関わらず何かに突き進んでいる仲間を JAVSや IVSA-Jを通じて知っていたからです。 

 

留学では英語力が必須になると思いますが、奥谷さんの英語の勉強法を教えて下さい。 

大学入学後、TOEIC、TOFLE、IELTS のテストを受けました。教本を買うだけでなく、ネットで問題をダウ

ンロードしたりしていましたね。専門用語は放送大学の海外版のような cousera というサイトで勉強し

ました。単語は日本人向けの英単語集ではなく、英語が母国語の人のための、英語で書かれた英単語集を

使っていました。鹿児島大学の研究室に居る時でも、外国人の大学院生や研究者と積極的に話していま

す。 



 

 

すべて英語で書かれている単語集を使われていたのですか！？ 難しくないですか？ 

もともと海外ドラマが好きで英語に抵抗がないので。 

英語を勉強している感にひたりながら勉強していました（笑） 

英語の勉強は朝 6時に起きてやっていました。一日○ページ問題集をやるなど目標を決めていました。 

毎日の積み重ねは、何もしていない人と比べて大きな差になっているかと思います。留学決定後は以前

ほどやらなくなってしまいましたが… 

 

高校生までの英語の勉強と大学に入ってからの英語の勉強で一番変わったことは何ですか。 

大学生になり英語の勉強をするかどうかも自由になって、能動的にやるようになりました。自分の性格

上、やれと言われるとやりたくないけれど、強制されないと勝手にやるタイプだと思います。高校生の時

から英語は好きでしたが、テクニック中心の大学に入るためだけの勉強でした。大学生になって英語の

大切さを知り、海外に行くなら TOFLE をやらなければ、というように自分で目標を立てるようになりま

した。あまりに長期的な目標だけだとやる気がなくなってしまうので、大きな目標を達成するための小

目標を立てて努力するようにしています。 

 

海外留学を目指す人や海外に興味がある人へアドバイスをお願いします。 

海外留学に限らずですが、チャンスが来たときに、そのチャンスを掴めるように準備しておくことが大

切だと思います。 

あと、自分が留学したいということを、まわりの人に伝えておくことも大切です。留学のチャンスはど

こに転がっているかわからないので、先生方や他の分野の人など、いろんな人と知り合いになってアピ

ールしておくと良いと思います。 

今からコツコツ淡々と準備してください。応援しています。  

トビタテ！留学 JAPAN URL：http://www.tobitate.mext.go.jp/index.html 

 

 

 

お忙しい中、貴重なお話をして下さった奥谷さん、ありがとうございました。チャンスが目の前に来た時

につかめるようにと日々コツコツ努力し、留学の夢を叶えた奥谷さんの話にとても刺激を受けました。

この記事を読んで下さったみなさん、留学制度のお話や大学生活で心掛けるべきことを是非参考にして

みて下さい！ 

 

北里大学 2年 佐倉由美 伊藤瑠美 


